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i岐寄与野ず毒薬"*長野五五十議， 30 (2001) 

ケヤキ造林地におけるドメù りの省略が林分構造に及ぼす態響*

機11' 秀 a

The effect of omittion of weeding on the forest structure 
in the plantation of Zel.おむa serrata 

Shuichi YOKOI 

iぷT義務0);去さ李総iこぶげる γ~IJ 1) の効果とその省略の宵Tãを検議すするため，子科ちの有無を違
えたケヤキj護線認きで， 15年織のケヤキの成長と 16毛F. "E ß寺の林分機j訟を詩書まをした" 15;年 PJl 0)ケヤキ

の生存~í; ， ~長約緩く守護建造後吉年総下見守与を継続人組放l迂( 1 .ipねのみ下刈り E 以後は放置〉
とちにp;gjかった。しかし写 16年金持0)林分構造をみると，事長約1K<:"IJl陥統されたケヤヰのほとん
どがとj緩水として存在したのに支まし，荘i汝認でJ二機ヰミiごったのは総裁ちれたケヤキの半数、4こ満た

なかった。災然否認縦した樹木〈叉然、更級本)を含めた上機フ1<，こ (!:Îめるケヤキの本数割合は，集約
じ主では36-46%，籾放じまでは:9-33%で品ろった。燃はともにIH~見事と燦lh度が高かったフミ然E更新
ヌドはミズメ't:"，防~見鐙が高かったものはミズキと"'オ/キ r::あったσ また，集約区ではアカシヂ
の， *-民主主|まマ l立ヌルデの1憂口 t支が高かった。ケヤキとラミ書長1J!新14薬害容の成長過重量から， 集約 I主マ

:土ケ・ヤキが子三然更新木に被圧されることなく波縫いラミ然言差是秀沖くはケヤキの接i主去が存夜しな
3善命絞めるように成長したこと。 3犠jj'jJまでは長， 1り;からケヤふと天然更新本が主主令しながら成主主!
たことがわかった。将来ケヤキ林がE支持する百14を紋 iぶ集約径で、;立高く，絞殺阪では縫いと講堂え

られた。こうした検討の結果，値非主フ十、による足立称号笑J)iきするためには. 1i実伐を係わない下刻j り
の災fすが必要条件であると結f!i:指づ付られた。…)" *J!hi尽でもケヤキと天然受義者本と安淡設させ
ることーさ木村竺産後裁の潟ぃ広重義'\lj林が成体すると予í~JI さ札たことかち，主主教の汲部?によっては

下災ちの総務会ぎ豆7吉さな場合もあるとままえられた。

キーワード:ケヤキ，授、;総務，…ドメ4り，棋譜t 人工林。天然更新. i牢分構造立

I はじめに

下刈りは，植栽木が雑草存オミとの生;際立議争{こま工ち絞っ

て主主諒するために，必残欠〈べからず査をも主主要な， ま

た最も効よ長約者手段である(紋下， 1965んところが，

広繋援の造林地では下刈り時に良県伐が高い頻度で発生

L. ときにはそれが泌絡を限努する望書|却ともなってい

る {前お， 19事事;綴持るい 199針。

広三義務の議事与主主T予言巽?えが祭主主するのは，保育対象で

基ちる i去す密!議総裁"にと子メ立ち対象{多〈が広葉樹あるい

は141審議;ョド}どがi資じような翌三室長と菜f立をしているた

め，両殺を印紙上守iこ雪裁決マきないことがI~tl設であろう。

加えて， 1県予年対象土下式C ち対象との議議事'1惑を宝寺 lØな針務

総i室林地守むの下 li!j l) の仕方を，可考0)議事5告さ長}要義な Eと

き察側i食ネ本 Jtlliこもそのまま適則していることが殺伐の多毒

殺をよ i) 苦手くしていると考えられる。こうしたことか

ら，凝りの下刈り }J法を適用する!浪仏依然絞め淡*李

総には議員没発伎の危険性が普遍的 l二件付筏すゐといえる。

したがって，誤伎を竺I越寸るためには早川70) 下刈り

:こ'完全つる万 f去を検討することが必姿である。その方法

として考えられるのは，下刈りを必要としない迭拭方

法，言えをえを章受小日誌にとどめる下メ!J り手法や下メ!J り行程，

あるいは下出j 呼ぶ子支わる級王手水制御方法なとであるの

これらに際レに全友愛をの絞をまによる終草木の成食事jJ市IJ

〈金子1ご1 ， 1告側?なまプ会室長えに検討されているものの、 とJ

スト会: 1::'<7)1羽護霊語、ら主主く支えま義;こさ妥沼されるま

ていなしミ。ニつしたや，羨もコストがかかちず，かっ

五をも獄後 i二議W;-t誌を総選主する方次であるすバ与の後織に

ついて，その可能性を検討することの替、災以火器ぃ。

ア刈りの4吉田告で?陶器となるのは， 主主主文学会後義務フドか

ら被!ムされることによる成林阻答であるのし

下式手 1) の5言問告の可否を検討するためには。子〉喝行 0)'答

織がJ主林』こ及 iます影響を明らかiこすることが必後でお

る。そのf官報;-J: ，今後， 1.ぷ紫t剤治林における下J(IJ 均に

ついて縫合的に議論するとゑ lこも必警~I::なろう。しか

し，下だりを餐隠した広苦護者社滋~*織の澗盗事例は少な

ぐ く谷口， 1き94). 下〉むj 与の主宮崎長が貫主林仁対してどん

な影響を及iますのかは:r孤立でe宇l<> 0 

ホオ主義売Ji:Q)手議"主，務491関経本林学会中部支部大会で口頭発表した。
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刃にはと長特ト本が伐採された。 1985年 5 P: ，二ケヤキカ宝
生000本/haの後変でさ1:殺され， その是認に下訓Ij 1) が 1

1潟行われた。告発幸吉区では，その後19き0"1' ;まで何年 i 協

の干潟リがiなわれるとともに E 三建造さこしが3陸行されたョ

…盗事〈区では， I量殺当年めいド刈1) 1) 以外は霊長会ε作業

舟守子われなかっすこ a

2 ，方法

( 1 )ケヤキの継続講牽

委長約区と岩見放政 iこそれぞれ…つずつの綴ぎを絞(集約

区99 ，γ1"粗放区はいλづを設置し a ケヤキ纏寺実フド(集

約C主総本;続放渓42非: )の総事主義議支援を行った。言問3授は

1985'年， 1総61;:.， 1官88 iJ'， 1990fF, 1993 5:ドヲ 19961rc , 

1語録年のいずれもf.;~1こ，絞め直筏(1習9司匁までは技ji;

滅後， 1993年からは淘高直後)と綴姦{総から梢捕

まマの亙総霊祭議室)を測定したc

( 2 )株分構造親王華と綴章字解析

2ωむ:if. 7 月 iこ，叉然災新した者号本{次会長E立新木とす

る)を含めた杯分~~革法-r 1型爆するため省新たな調査j友

仕事長約 i豆;こ 2 I笈，籾放;去に毛絞滋賀して鈴木品開査を干すっ

?凝査i区の飢餓 j三友穫は，隊i … 1 のとおちである。

鋒*líI開査は淘議運芝f笠宮=以上の:íL*安対象iこ湖?車，

胸高l成後a 事苦言需を議~J犯し，鱒主主級iJ)長足分を行った。!欝

冠殺は，綴jぎが大きく i夜射光を十分にきまけること

きるものを‘i愛勢 i藍義守党を受けることはマきるも

のの隣接する総支まからめ綴阪をやや受けているものを

‘t換機勢.後咲きれて鹿島tJ::を受けることが?きな

いものを多数B:' ~こ区分した。 なお，この総務では察

署香水とi事務事長木左を食堂フせて上履ヌドと日亨ぶこと 4こする。

また，災然更新木iJ)ゃにケヤキはなかったので，これ

以降はケヤキ機毅木をケヤキ E認す。

1 .線変地の概要

首司王ま l丸岐阜 ELった締結川村大主連にある荘}II広務

機総合試患者林のうrヤキ植業民会主主安法でfiった。試験主主;ま

l輔君事向きの斜宮司中部にi主f愛し警告警言語 iま 9GOm ， 総豪いま

32へお撃たエ壌君Hi立長以d)滋恥である。気象条符を殺害寄

与のプ可燃:地域気象事議総統(標高1.015m) Iニおける 1979

~ 1987'1去の添平年館でみると. iFjちぎ託 j晶 iま6.8'C ， "ド

降水量;まえ40告酬である(日本気象協会隙E私文部， 1事官2)0

絞毒素卒事p;jiJ) lド I日搬に設言ました潟橋式最主義守護委雪治主主計

{議議綴， 1968) による愛深積雪警告殺は， 17阪mであった。

試験地(1.580m')弘主己右に日分され，斜面百lこ向かつ

て左側諸霊祭主j区1 お側が粗放!Rとされた(図- 1 入

試験緩めよ測にはク'}表豪華道試験地， ド慨にはカツラ

議t試験地がI~~媛 L ，これらの試験地では本語主義実地と問

主義な施業がtrわれている。また-.該署員絞めたおには務

事脅威事者樹二次事宇治安F主置されているc

縁遠の前!Ë桝子l主務葉広言語喝!:二次林で，祭主主総径

はミズナヲ，ク 1) ，シナノキ，イタヤカエデ，ミズメ，

ミズキなどであったq きが l題貴司自の強襲撃鐙は，次のと j去り

-eある。 i号喜善芸界11月に先行総務えがなされ， 1985今.3

調査1患と方法n 

落
事
罰
広
薬
樹
一
一
次
総

クリ造林浴

不信f，ヂ誌の目的 i;!: ， マメぜりの省略と nJt*本との然保、奇跡j

らかにし ， lt~義務長主将lニおける F~IJ ちの棒、時の可古島t支

を検討することである。そのた安うに，ウヤキf吉林え主 i二

8 学総す苅りを縦続するまえ議案IRと下刈りをさま織する試

護金長支を設定 L. ケヤキの縫統灘五駐をするとともに. 16 

幸子生時の林分様、迭を約査した。この卒還をきではその給S牲

を示し含 下だちの省関告がケヤキのj長寺本 iニ汲 1;[:すj~警撃を

検討したとで，広1堅持I縫終におけるドメ1) 旬。〉劣聖書め fíf

総漫についても浩二子の考警警告加えるの

集約区 (790)惜
崎
議
広
葉
樹
二
次
林

カツラ還を緑地

E喜一 1 言語査区の際護費{緩式塁塁)

i藷中の数字[ま函穣( Iぽ}在来す。
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/:la'tヘ築約低が粗放lKよちも英語かった:。ケヤキの

点本;活?澄 i土 1 ， 824-4 ， 127本/ha ，その!冷めよ湾要求は

975-3 ，910本/haで守これらも線約阪が存率か 3720

関- 2 ~こは 2 ケヤキとフミ然環新水ぞれ-tSれの議総長主

演の空言、夜を示した。 i豪勢*óち1事;峻:と時空機事専木の2普段l丸

会ての務変乏でケヤキが予三宅!g在畿日オドより{誌かった。ま

物;ァ1ミ繍5を?表、 京:然1J!号車'本を主主主主g(j). さきできコド {ア

カシチ，ホオノ"r. ミズキ， ミズメ久喜立禁(~まさう，議〉

で昌司立 (γ カシ"7'，ホオノキ， ミズメ，ハ }v ニニ L 含ヌ

ルデ) fな昔'1 し‘ H山L:i高 Om と. Q ，2mから Q，5mごとの

衿f;{H:まから内板をt草取し，樹幹解析を行っ

巣結頂

ケヤキ上層木

"輔
39}0 

1178 
975 

"窓
1722 

3主コ学欝麓レ'隔〉

点験生と一一三主主
総控S 4斡9

iI!�79 4127 
5蕗7 2紹4

52拍 1蕗o

開16 1能4

5256 3716 

一
叩
鋭担議室

主韮どL
集約区① 11861 
集約区③ 10317 
組放区① 11718 
組鰍偲却 制48

組放隠己主 10412 
忽放I><~む 朗72
市議事面議五百五主;
')儀委事氷+周直線惨事本。

し 16与さ主雲寺il)林分構造

( 1 )玄*~密度

おOO"tミ 7j司 {寺本議室16主f.)のそをま埼交じまにがける設内木詩;

i主を表-1 に示す。余点本〈主義言護隊緩急 cm}1 引の宮、

!史 l土 8 ，848-11 ，861本 /ha“と李総き i烹とを対立Cまとに違

いはみられなかった3 …二号議7;((.')後lí!: í立邑.01詰 -1な228ヨド

;
i
j
罰
討
係
機
器

M

酬

日
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4
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v
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i
-
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i
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ι
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h
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一
一
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関
関
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凶
除
草
聖
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観

!
ー
江
守
E

撒
誠
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i
l
i
a
e

叉
は

会
シ
ヤ

e
p

u
食
器
削
賦
議M
m
w臨
キ
'
ー

や
札r
h
v

附
ヤ
F

2

ケ

4
h

h
u

制
問

M
常
議
顕
盤
以
附
臨
2

後

;
ょ
附

10000 

事00日3

8000 

7000 

J!l 6000 

る 5000
童話総合自

発 30∞
2000 1-

10守5

告

鰍そり紬門川J
木融

野
晶
眠

仁均同
)

集斡区⑫

中
門緩放吻

総数門

総数門

珍
集約!吻

関… 3 ケヤキと天然受章H木の本数上七

斜線i止ケヤキ可自 11吉 l立実務更萩木在示す。
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ヤキと米然更議ヲドの議j浮惑は集約区では 2 議選後iまとも有

1) (8: 1> <0 , 01 ; (ゑ pく守容5) ，校校日t'l"

i立主総資;乏し gずれにおいても災ならなかった。また，

ケヤキ， X然災新木ともに，災害きCまよりも粗放l互に紛

哀の高い悩体がさ手くみられた。

図 5 は軍総書道;笈{惹f皆分布である。当主体のう子容:ム

最小直径織とそれ以外に複数のピークを~をつ売るであっ

季員約区グ3ケヤキの分布は守やや 1111汲かった。

華道主主緩めケヤキ i土，後品川iこ比べてIJ、径のものが判、つ

また，紛j良区に r;i、少なから試み絵死木があり，その

ほとんげはヌルデであヮ

機長J と H1場潟夜夜fl)詩毒気、を務i … 6 iニ示した。ケヤキ (f)

近似曲線iま ， t裏金寺区と粗放i主と Mぞう子高佐し 1基金支 i至。)j与

が樹高iこ女子する憲司 l会;玄径が小さかった。震 7 ìえケ

た，被fEiミグnì幸俊も，粗放区@を除いてケヤキが天然

更新フドよ与緩かったο 試験区間の比較マiムケヤキの

5義務フ訟の密度と準骨量勢オミグヲ密度;ま条約 i廷で除iかった。

主導 3lこは，優勢木あるいは上、務*iこ占めるケヤキと

フミ然災海千木の割合を示した。議姿勢木 i二占めるケヤキの

割合以後約区で40-50号ム秘書交jまで 6 ~20雪らであっ

同じくト謀議次tごは，条約区が36へ 46% ，寺霊主文区カ'19-

33% 亡、島っ

( 2 )憐高と胸高話店霊祭

事警高階分布を凶…品;こ IJミオ。全体の分布の可:~，ま，事長

f-J IRマ l立明瞭な lÙJ理L 総数区では緩やかな 1111夏段、

ら 2 ill !'i~であったっケヤ"r c フミ然更新木それぞれのうを

'lÍiも体ξはほ反じ彩であった。 u検定fl)事者手軽i ケ

lW~= 
lL4 
lA凪h
i;iii且

綴喜善 (m)

図 4 綴言語隠分布

粗放区

集約Eま

!jilJム(
笠
\
)事詩

* 
8 9 

[の虻L
[~ー

集約隊

図~5 樹高直径i繋分布

車持率憲法ケヤキa 会抜書 ~;t7ë然富里銭木宅窯主主りはま古?Eフ択を釈す。
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省種

長F
ミズキ
ミズメ
ホオfキ
アカシヂ
エゴノヰ
シナノキ
バツ 3ヤナギ
ヤマボウシ
タマシヂ
キハダ
ヌルデ
イタヤカコ三ヂ
タユウツギ
ツノハシパ誇
ノリウツギ
カスミザクラ

ヲヨヲブ
パリ耕J
'\"マ喰ミジ
ウワミズザマラ
マニ時
カ?ツカ
ツリパナ
議ズナラ
ガワクパ
チョウジザラ号

0.7 回目，

2 t封ミ晃綴Z護

Qiき吋"

1.7 -ll.{I 

8.4 -6.1 

" 宇田 " 

0.7 -3.1 
0.3 - 3.8 

0.8 - 3.4 

1β." 
4.6 -7.! Il.!; 咜2 5.1 -�.l� 
U • .� -B.J 24.6 何等.11 3M 叩ヲ g
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1)積算何度占/II~材置対密度ャ得対駒lIi断面庭環合計)/2

Z 機鵜木のみ

ヤキ0コ?彰ま支え{綴後/E母幾重主主筆)の頻度分布である。

ケヤキ(1))第二次たは含争奪約区:こ対 Lて程放さで大きく，

i海草舎の淡いは有宝撃で為った( Ul章宏を p<O，Ol) 。

( 3 )出現機縫とその緩占度

ほ\~見御機とその積算優主j支(J-J.下，後九号芝人

4対区議場選量一 2 に示す。ケヤキ(7)t，霊ぷ夜以後約妥去にぶい

て将iこ儲かったものの，それiま50% まマぎには還さら令かっ

華民放区におけるケヤキのt菱自夜以後約IR よ与も低

仁税放ri{(むを除いてケヤキが{豪州交筋 lf、?の続殺?

i主主?かった。天然更新*，式会て絞殺必着警告智マあった。

その出芝草径数、は告 -20後で，う阻)iXじまでやや多かった。

ミズキ， ミズメ，ホオノキはでの認可絞区 lこ仕i現 L.

この;持ミズメは多くの言語資限マ?を襲お躍をが商かった。了

刀シデはき立紋i渓〈じとを設i在i笈(ゑ iこもみられるものの，集

約三で特;ニi蓬占長芝古室長率かった。;弘組放区だけに出

現した樹君主:ま多く， もヌルデ舎は優主j疫が高かった。

各詩百ヨ転 5互における長愛犬綴4%の大きい主義?滋:えケヤキ，

ミズキ， ミズメ.ネオ/や z パッコヤナギ，アカシデ，

キハダ，ウワミズザクラ，ヌ Fレヂなと会であった o FrfJ t

樹畿の然大1M潟，;t.ケヤキ，天然更新卒:ともに g 緩1I支

Cまが善長約 IR より火きかった。

ま r.こ，設建資I守の観望書によると，伐授から司1i#で吉道議ご

q
J
 

と
ふ
持

た
明
、
ら

し
げ
か

きたのは，粗放区①のウワミズサぜタラ 7ゴ

形談語、ちみて，天然更新木の多く

ると考えられた。
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ケヤキ宅点毒事 iまま震総長支(1)5主主義E堅議*，一点鎖隷 it絹放区
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ムケヤキ植栽木と3ξ然更新木の五lt~義j餅霊

1985<ドからI号事吉年の級品定話国査の李主主義， 15苧簡のケヤ

キの生主予定撃は条約区て'100% ， ~経放 i互てブ世2.9% であっ

弱者の生存塁手 iこ，有 s慈、な去をは認められごまかった

( x'検定)。籾波長まにおけるき~i流水の多くは争議後翌年

の若手には枯死していたことから，それらの裕~E際協は

ií'i務不良、ずあったと考えられたのヲ養母。〉拍子[;1くの~Iiヂ草

原図 iま，警察1尽による幹~Jfれであった。また. 1吉俗学の

級友恵j笠カ'{2 cm ;0伝 i誌のケ γキの割合は，後手吉区で2.6

予告，粗放区 <:'28.6%であ〉

ウヤキと叉安全議案号本の樹高裁ま委主義経を\2]-8 :'-小ヲ。

ケヤキ;主義主続講緩め紡架から，叉然“脅さ新木はj背幸争奪事析

の卒喜男さから持現したものである。ラヤネグヲ議言芸員延長をは

絡体;憾のばらつきが;たさく，それは議後iまでより:たき

かった。米安全交新大の発伎はE どちらの阪もケヤキの

お夏草案前後;ニ多かった。集約IR鈴子ミ然更新木 1 :l:1 98君主手議

後まで害警高成長カ笠宮明言mされているのに対 L ，を設さ文じ主グ〉

叉?ふ~新木に:ニ樹高客足立交の抑制J視野自はみられ者かゆた。

樹高成f議員会主義(f)綴きは，天然更新本金支ケヤキより大会

台、っすこ包

IV 考察

1 ケヤキの成長と林分構造iこ対する下刈りの事長庫選手〉

影響

条約主主の級品変調査j玄ゼi久長提伐が多量殺しなかった。

また， 16年金鈴iニ設定した線約じまの議後段では， ケヤ

キの努度!三守護ネ支持寺と同じ4，00吉本/ta程度であった。

これらのこ èl土，室長約広三主体において誤党が3è主主しな

かったことを示している。これは，設立激主主であるため

に慎敢に下)(1]ちがなされた結果であると君事」えている。

集約Eまでは笹下Â!iりが終アしてからぬがが絞過した

2000年でも争遺言設されたうヤキのほとんどがよR雲水とし

で手五段していた。しかし，上綴水lこ占めるケヤキめ剣

令やケヤキの{憂"'!ít 1ま， 50% にi待たをかョた。者対F結成

長i邑穏をみると，ケヤキと天然愛護草木との競合が激し

くなったのは1997年煩からだと推まさできる c したがっ

て， 2000俸によ樹木(f)半数以よとを天然築五者本がおめて

いたのは，ウヤ今がヌ然更新ヌドlこ波注されたためでは

なく，ケヤキによって林冠が限緩されないうちにう昭然

3主総本の綴主主がケヤキに追いついたことが理E主である

と考えられる。

一方の綴;放Eまでは，京)ûむ年に上層水として存在した

ケヤキは絞殺された本数のせ生数以下で， 1二時勢木に占め

るケヤキグ〉総合やケヤキの後三三塁芝 iま集約 l笈よ与もさら

に長まかうた。組放i玄の線高;え後浅草裂は，ケヤキと天然

更新本との競合が198読みには飢lこま会まっ・ていることを
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点線i主ケヤキ宅!I!線 l<i天然望室華fi~にを7Rす。

ヨミしている。これらのことから、粗欣阪ではfをま還を問

わず15年間 (f)貴章寄与 iこ{務ち委員ってきたものがと穏にあり，

その過程で多くのケヤキが波注されたことがわかる。

以!とのごとは， j波紋f童数年絞め者意栽木と天然気室長木

との長著名義がその後の後毒素フド6うj成長やオ本分構造i二大きく

影響することを示レの必。植栽木の寝室長宝寺生育にとっ

て，下)(1] 1) (f)!脅さたす役割1] 1立火きいといえる。

2 ，ケヤキ林の成林と下声1]1) (f)意義略の可否

重長約区では， J二淡水め半数;!Îくをケヤキが'"めてい

ることから，ケヤキと統合するヌミ完全災級プドを除f比する

ことで，兵詳し主役潜からケヤキ (f)替差占援を話器めることが

できると考えられる。し123がって，集約肢をケヤキ約

鉢かそれに近い:J;F忍li二言語毒事することは，それはと包i難

ではないといえる令

ウグイカンパやカツラなど毒殺を貌栽した

(緩み， 2000) では， 時 若手燃のτメ 1 り f 最後の立与は

ヅ )~(f)義主公yゴけだったのいぞ，実質 4 f手草野(f)T;I，1j相:総

伎の発生なし)誌を11'われ I 6 :Ëド住fおごはj況に機栽木に

よって林窓会玄関綴していた。この主主林地で早期の林覧室

開3設がき宅王立した:王製FLI\こは，‘ iご式立与 i二よる維桜木の除去

仁会話え守このときの後綾密度が6.300本/haとおかっ



たこと，級裁フト;が翁手持や襲主審を受げなかったことを正当

げることがマきる。このことは， Jぷ本 i二対する子式むち

の充bよ匹以.仙の条約aがヅラスに作J詩することでよち:大

きくなることを示している。

、)jグ)1滋絞Cまでは，上層木に占めるケヤキ(1)総会が

鋭いこととケヤキの形状比が商いこ k から， 11設1(1) n主

ケヤキ以外の天然更新木安全て除公することはで

きない。これは， 77J状比の戸追い個体が点:(iする状4常設に

去ると舎三雪害警や鼠害 t いった気象ミ撃の%主主， F~究や後

史絞め予告遂による整tI詳のきiれなど望事撃が!t じる危険
笠が禽〈なると考えられるからである。そのため，組

放fRでうアヤキの優点}廷を潟くしてゆくには， ij~疫の除

伐を何臣会、繰り返すことが必遣さと会る。したがって曾

粗放区をケヤキ絡称iニ紛議することは，待問と手i笥が

かかることから線機約ではないといえるα

以上のことから，下刈りの多以後議本による互交称

のための必察条件ぜあることがわかる。さらに，ここ

で求められる下式1I りには総{えが伴ってはな色ないため，

そのコストカヨミ初予の下メ1:りによヒベて大きくなること i二

芸設けられない会

ム 11;;'$襲撃議選主主主における下メIjりの雀絡の可能性

長室井還による広繁華費支室林法， T;(1j i) 兵士主将1型選だけマ

なく?阪総長註君主や護主主寄金土、の{宅建も抱えているため，号見

ffのようにスギやl:::ノヰをIt業務;こ言撃さ主義え

方法マ成寺事をき義むことは撃しい。したがっに

検索tオドによる成林を実現させるためのコストとそれに

i半うリスクは，針葉樹人工林検察よりも大きくなるこ

とが多い"広葉樹櫛栽木による主主林をえ覧会 iこ設むのぞ

あれば，このことを常に;念良質に音量く必役、がある。

ここで，本試草患の結果を日1Iの徽，れから査してみた

い。議i患のとおり，申立紋i烹て?はうヤキによる成鉢1;1:賂

?きできないと考えられた。しかし，そこにはミズメや

ホオノキ， ミズキなどりの主義餓餓が存率い広著書樹が上層

冗として存:t;:した。これら(1)3ミ然更新ァ|えをケヤキと同

等に扱ってもよいのでeもればヨ 1装jj立じまにおいても木村

主産を S3きとした!ムさ義務終の波紋は殺後できる。すな

わち，ネ直後*tDi に際委主呼るのをやぬれば， J造林のの

能性はそうむないとおよ与もずっと高くなるといえる。

こうした労え;むが許される場合!こは，下)(11 りの後絡も

官舎きとなるむかしろ，せっかく更新したヌ然、夜祭水を

74絞 L ，そのヒ!í~淡水を誤{記してしまう危機グヲ為る下

到i ちを室長泌する 1Jがa 成林にとってマイナスである。

このことはI友務総Ji枠に l浪ったことではなく，ス

ピ/キのよ以李総;ニおいても子刈りを省略すること

li.; i箆ざ芝2もが長文11.する I否認性が毅告されている(泌持t?，

i約7a; 裁誕二ら， 1ヲ告íb)。なお，集約;廷ではケヤキ林

円

告を燃料する可能性があると述べたものの，勢1i11誌の

茶話いフミ然更新木が生育していたことから，ここでもそ

れらを交えた広葉樹林を回線にすることはちI寄託で為る。

4三試験で;対立栽による i農林にとっ℃の…トヌ，1 りの.1:婆

'~色合支持落認できたと同時に，場合によっ E は下メ11 りの

議書きも1îf訟であることがれ凌された。たえまし，このこ

とは直ちに;よ禁事寄進林では下災与が必要害ないというこ

とを意味するものマごはないc 'f メ11 ちのことだけにとど

まらず，最適な件数iまゑ整会主議会で主義なると考えられる

が，そのことはまだ紛も 3発言議されていなしミ。きらに多

くの知見をま住めたよ?の， JA害義務透林令(1)!3告きの奔議設:

までもを含めた総合的な淡議告が緩まれるの
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依然総務災織におけるヒノキの金三三. 日事卒論争き;
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ヅヅク 935pp，養賢堂，東京). 249254. 

言trm主義…( 1999) 広葉樹人工林の成林Ii且?機関につい

て…火官室積透j*地で発生する下刈わ 1時の綴{え紋去年九

手票率本海納税究 8 : 12与.128

ぷ本気象協会絞与支部 (1992) 蚊験際会託委員長ド純平成 3

年;滋. 75pp , 長本気象協会自主権、3主総，岐阜.

E対高著喜平行総8) 議官民幾三雪 j雪氷討について.き雪氷30 : 

111 , 114. 

谷口真吾 :19号4) 1，よ繋衡人工波紋浅草〉下総りに関する



研究( 1 )ケヤ三引を林木の綴71:1築設裂を不泰造布シー

トでき変そ愛したぬ合の雑草木の抑制i数主義.ぷ康林試

努事室4: : 22-31. 

後手t秀一 (2000) 単i主総3誌で縫議された臣、当者樹 6 紛争の

却J矧成長. 妓ネL思議長率本長湾総朝l29・ 9-14

機チドヲ容…4 ・》長谷姦安. 1黄守子*高 ít1 . iJ l 日i 青 (泌総〉

地主主るこ緩殺された!ι禁容討 8 草院が総裁後 74:潟

けた喜善後者挙事岐阜県森林研研議i28: 1-8. 
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i校卒際通議事事者労務事禁， 30 (200ひ

下日実験林の適地適木実験林ζおける植裁樹種の成長i最艇は)

施犯の影響一ヒノキの成長と土壌墾，

介11[獄 弘

BBW BD( d). Bo, 施00.ヒノキ，キーワード:適地i選本.下約機軽量材に

し試験地と世話機目撃隊

i産地i斑木3経験林 l丸様潟約500m (B D , B D (必然

毒素滋)，約630m (BBW試験地)，年平均気減13ぷt:，

降水鍛え530蹴，護憲主計は濃飛流紋岩類の務総凝灰寺設

である。総数織は土壌裂の異〈よる 3 試験瑚l~設け，そ

れぞれの言葉線機内で路島R量を違えた 8つめ試験阪が後一

1 ~つように長室長さされた。試験黄色のごヒ議選型は， BD~l 

(3D紋議案主主}左 B D(d)丞 (Bo(d)試験地)および

33W支l (B Bw試薬会主主) (7) 3 後で為った。若手試験地の

高記僚を;蕊 1 \こ漢文iちにZ去した。 BD窓会悪業主義友 BD(d) 

試験地l止倣斜30-350 (7) ~tl吉]き終漁ム;こ語るち，湾総毒素地

は約300m離れている。また、 B ちw災後!t与は ún話事菱総

理証 lこ設定された。この試験;出土主義絞がB D(d)童三!こ

泣い特徴を持つ B B 11:1土療でありたため BBWl'ï!であ

るとい B3W試験地と名付けたG

7室生1);透:iく実験京本における総数終日設は主主 2 Vこ示すと

まヲ与である。これらは隊総然林数試験場業務報告およ

び絞王手祭移ι栄-!oンタぃ多義務総き!?と語司祭堅手帳の記録に基

つ4いた。主義擦は 19毛5-1告67年と è972 、 1974年に行われ

た。

霊式重量機事堅と理事務方法現ほじ占ちに

収穫期認の長い林努きでは浴鈴木会足立予ぎに主義した土地

に植栽L，最大グ〉ヰヌ穫を然ることが遂事室となる。その

ため，林業では「級生産淡水j というをき言葉がよくに緩わ

れ，この概念:1立市くは双子ゴ隙1( <7) 1災から r;，，，，絞マツ，

J戸、ス.:'f， 中ヒノキ j なとやと務われ 1 塘， 1992) 経毒素告さ

な宝石えとし勺とあったのこのように， ~t主催えたら 40年

は伐採できない然多量にとって適地適木は関心の高い僚

懇である。

ミ

主義滋話題*~軽震業率本{ヒノキ}の試験区

盗塁呈並盛全i
持8ι持67 持7空白1974

(g/;本) (kgl拍}

o 0 

;3器

::78 
0 

4 
T 
10 

13 

0 

4 
T 
10 

0 

35 

70 

絞殺箆

0 

35 

70 

NO 
N 4 

N 7 

N10 
N13 
N 0 

N 4 
N 7 
N10 
N13 
災号

持 4

持 7

粍 10

世
摂

試験線

目。

BD(d) 

{当時) \ム岐阜県における j政均

i謹フドの殺事警告検討するために :965年;こ益任1郡下必町小

iII織内めで絞滋語表澄有終実。殺がg主義i宅(下g災級林)

4こ，讃泌総水言葉草案毛主を遊詩L した。この笑芸員棋はi議総数

t時総長築総!こ)頭線1除機色森林之容毒事t:IIE禁!，

林ゴニ i二点要i造林水であるスギ，と/キ，アカマツが絞

殺された。そして，施IJ'!量~IH二試験i友請を霊安けられ， そ

のlJll:授の過程が継続調査されている。

幼鈴林(被栽後)施胞の目的 1立，絞殺フ|えの餓室長を

めて，皆伐による土壊の主主化を守怒る行け!坊止するこ

とが隠擦である(塘望 1971いまだ，ガj露骨林の t>f; í琶が

i議委員して l真木寺本になると足立木林絡H院が17;!-)れる。その

銭療法特務Jまき売の低下を防ルし*1'分の材機成長を増大

し， 株主þ，oヲ主主盗殺を盗事めることにある(藤田， 1977) 。

この試験訟においても?議後躍をけ -3 年生)と閉鎖開

始時 (8 -10学校;に銀総が行われているα

送主住ョ註木芸道毒素手本でオテわれた言式数。〉手書架を報告したも

のとして.日JII (1設82) による撲を支17年後における樹

樋日Ijの体*也氏緩め替変化iこ障者する報告がおるが，緩主主木

の成長と倣詩文危機および;極r.[仁熊 Lての報告はない。

そこで， '誌報告~，{， I土液検j麗本実験、引こ総裁されたと

/キを対象l二峻厳卵、森林科学術究所内にまミ怠れてρる

タと i絞机をま生裂し， ピノキの成長とれ|問題義絞殺

よ üiJ議長患の総饗!(こついて検討した。

BBW 

百



たものについては， j潟系議ま筏と樹治'j (Îつ関係からべゑ

際線}こより公測定〉示。コ普賢衡を指定し

仁勇軍務方法

( 1 )主義犯による店主祭主主

;綴絞殺 3 �:rf; (村議事 1 ~ 3 作) tニ行ったき主絞め効主任

を検討するために多篠宮党験地にtòiする意義恋後(林換金マ

4 丘)0)綴t怒安~~主|まごと iごj七較し?とのまた，林;議き

~10王手持 iこ fiった施j担の総菜を検討宇るために?会主犯

を行う前の 7 学会主i容の望号iおと1Oi!'-'t時の善言語議から成長

51<め比較したのしかし， 10~手当三燃の滅定v〆…タ l丸

日日総数丸なのN 01玄と N13区， Iきり (d)試験地的N 01支

と N lO l"主， N:3区 33Wぷ;憲章潟の N 0 Iまだけしか後

存され，ていないためちこのえ!様、はお口総長会稔と BD(d)

然続地におげるを続き è泌総般によるた殺としたコ

2. ~警護霊履歴とデ-~訟の整理

妓E削除延長線科学研究所にP発されている貌査野i阪と炎

料から得られた言語査履日義母ぶしたものがま受… 3 であるC

1980-'手 iこは，ぞれ J;J，前 4こ言譲受対象、本から外れていたと

ノキも対象木』ごした。また。 Bnw試験誌は繁;~寝不足

なげがl原因で試験織の符:設定がぬ襲撃であったため，

1980年以燃には測定が行われていないじ

1987ir-5 だには BD苦手減免綾， B D (d)総躍東地の議毒査対

象夜績を機資した。事長授の名長， 1980fドからの調査対

象浴積は B D~式塁手、合意が314nf ， B ll(d)言式数先忠治安372rr:に

されたa

なお参 事字詰詰 i土植1議後， 括支:愛美諸問を棄また|司数で護支えたo

l吉'15年 3 R, 1993守'.5 Jj, 20ω年 4 !'l lんまだ議後が

絵まっていないものと考え，それぞ久必然議舎を 10年，

28年， 35年 1ごしたc 街術担1)設さがサンプリング設問査でおっ

(2)ゑ意義援による成長議

ヒノキネ直栽地のこと宅義援きによる成総殺を検討するため，

試験地ごとにと/キグヲ総;交を検討した。なお1 各試験

地には路線災i後区を設けであるがヨすべての試験地で

き事しいさ主主君委設の試験区がめることから， ヂ…タはすべ

てのま繍区の小タをj柄した。初期成長ど乞漆li'[主

の隊係長みるために BD試験地，日 以d)言文燃えh， B Bw 

3式!検織の 1 -10年生野舎の樹高について殺計した。

凸
抽
服
部
貯

1965.4 
補櫨 畿
下出IJ 1966.6. 1967.6. 1 苦67.9
総隣接 1965.6. 1966ム 1967 弘 1972 ， 1973，持74
綾才J 1宮72宅相73，符78

詩型伐 1981 ‘ 1987 
摂施目目盛は 1宰65働1697と 1972，1974で糞幸喜

き義主義履歴
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その後零 16-31苧ゑ燃のデいタからち β ， B 日((1;紋 表-5 したものがすítm主総ごとの平均衡潟と平均胸

験地における納言語政経および者j，~成長と絞殺土壌の関 高i玄f奈マ?ある。 31 iF生時の平均撃者高を1岐阜県の主主淡明i

係について検討したο 上機総務生f刻11線( 11)支専務林正文部， 1寺号以 lこあてはゐ

地位殺を後3をすると， BD総数えユヲ B D(dl言え悪夢、織とも

m 品在家と考察 iニ主主{主級[ま 1 で為ヮ

1. ~議後デ -11 の議集計 1 ぬ憾による成長差

習司祭Tぉタを篠宮十L 表 41ニ示したものが ぉ。試験まIl!， B D(")試験全!k， B ゚  W試験地での線高

言え堅実!主ごとの終議事 1 ~ lO!~;.生までの平均務潟守ふり， 主主主をを検討する1手:nこ，各試験地におけるか激隊問 ITJ1

表-4 試験反郊のをこノキの平均絞葱
i単f立:踊〉

林齢 N 0 区 N 4 歪 討 7 1&: れi 悼1&: N13区

BD 0.63 士 0.13 (211 O.関士 0.13 法的 0.62 士。随 (241 0.61 土 0.09 (24) 。軒エ 0.1 む (24) 

総畿地 2 。開二 0.15 (201 。錦土 0.24 1201 0.98 士 0.26 (221 0.96 :!: 0.17 (24) 1.10 土む時 (231 
3 1.01 主仏16 (20) 1.23 士 0.32 (20} 1.33 さと 0.31 (21) 1.27 士 0.27 (23) 1.44 :!: 0.27 (221 

4 1.23 土 0.25 (201 1.62 土 0.38 (20: 1.75 土 8輯 {沼田 1.74 土 0.35 (231 1.94 土 0.36 (22) 

6 1.50 土 0.39 (20) 2.01 士 0.45 (201 2.14 土 0斑 (231 2.28 士 0.40 (231 空鵠二主 0.40 (221 
6 1鵠:t 0.39 (201 2 輯:!: 0.44 終的 2.67 土 O 悌 {23j 2.85 土0.48 (23) 2.98 :!: 0.50 1211 
7 2.65 士 0.47 {20l 3 時土 0，52 1201 3 ， 27 土 0， 59 ~231 3.40 士 0.47 (231 3.47 土 0，56 (221 
8 乱11 土 0， 37 (10) 3， 82 と 0.51 (10) 4.04 :!: 0 輯 (12) 4，02 土 0.50 (12) 3，77 土 0.79 (111 
9 3.90 ::t 0.28 (141 4.49 土 0，61 (18) 4,57 :t 0,46 (161 4.78 土 0，38 (141 4，55 土 0.68 (171 

10 4拐土 G制 (181 来日間放 ラ転義主主
0.58 ゑ土0樫13 (27) 

5.18 土ゑ65 (16) 

Brnd) 0.66 :l:: 0 惜 (39) 。e出土。 {24i 。舵土 0.09 (28) 0.59 こと 6 廿 (271 
試験地 主 0.00 :!: 0,14 (38) 0.91 土 0， 23 1201 1.1潟土 0， 21 校時 0.98 土 0.25 (27) 0，95 士 0.21 (261 

3 1.12 土 0.22 (38) 1.18 ごを 0.31 1201 1.38 会。扮 1261 1 ，35 土 0.34 (26) 1.33 土 0.26 (26) 

4 マ舵士 0， 33 1361 1.58 土 0， 37 {堂前 1.8B 土 0，38 128) 1 部土0.45 (251 1 ，87 玄 0.34 (26) 

5 1 ，96 士 0.42 1361 2.07 土 0.44 (20) 2.35 土 0.44 126) 2.33 士 0，54 (26) 2 ，22 全 0.43 (261 

6 2.57 士 0，鵠 (35J 2，64 土 0.48 (19) 2，90 士 0.47 {部} 2 同士乱世 (26) 2 ， 74 士 0，'時 (261 

ア 3 ， 20 土 0.48 1351 3.23 土 G特 什 91 3騎士 0，50 (261 3,37 :l:: 0.79 (261 3， 32 土 0.46 (261 

8 3.73 土 0.62 (161 3.57 土 0，50 {包} 4.17 土む叫 1111 3 出土 1.20 (13) 3.82 土 0， 31 (13) 

も 4特士 0.60 (33) 4.54 士 0.72 (18) 4，65 土 0，69 (241 4.27 土 0，94 124) 4 路:l:: 0.51 {安部

10 4，97 土 0.56 (~31 。昭二乞衆測0.0定9 
来語暗主主 4，92 十1.17 {閉} 5.01 ート 0,56 (23) 

BIlw 1 0.69 土 0.11 1421 (28) 0.63 土 0， 10 {宏乃 。制士 0.12 (24) 0 ，68 土 8 持 (27) 

試験地 空 1.1 2 士山8 (421 1. 15 士 0.19 12BI 1.05 土 0， 17 (2B) 宅問士 0.17 (22) 1 ， 10 士。、20 (27) 

3 1.42 土 0， 21 142) 1.36 土 0，21 1261 1.27 土 0， 18 (291 1.33 士 0，22 (191 1 ， 38 土 0.24 (27) 

4 ?部土 0，27 {41� 1幻士 0.26 (26) 1.65 土 0.24 130) 1 引士 0.29 121) 1.77 士 0.29 (27) 

5 2.12 ま 0.38 (421 1 邸士 0.39 (231 2.04 土 0.33 (31) 1 ，99 士む宮7 (191 2,13 こど 0,34 (27) 
急 2.5B 土む訂 1421 2.26 士 8掛 125) 2 ，38 土 0.37 (321 2. 15 土 O.Mi {君" 2.47 土 0，38 127) 

7 2.93 土 0.48 (381 2.48 土 0，50 121) 2.71 土 Q拘 (211 宮部土 0.55 (21) 276 士 0， 39 124) 

8 3.41 土 0.53 (18) 2 的土 0.54 1121 3.04 ごt 0.61 (11 ) 2.95 士 037 (10) 急措土 0.42 (13) 

9 来朝)Æ; 来測定 米測定 来機lE: 来語割主主
問 4.19 土 Q鴫 (12) 表i理店主E 来測定 米;総定 常務主主

主)1ì査は f'JL総領土標準懐蕪{滋定調体数) J 在京す。

5 総数拠出別のをこノキの平均樹高および不均絢高蕊後

一 "'1強盗l!!!L~…… 一一，…勝榊地 ι 
棚二二二二位盤投… ~.a o(d)j趨盆一一…____  ~83W髭脚色 絞殺地 一:3 o(d)践盤
1 五五a-- :.t 0.11 (112) 0，63 念 0.10 (14含 j 0.68:i: 0.11 {を4懇 i
2 0.99 土 0.2 2: (109 1 包95 全 0.20 (136 1 1.11"1: 0.18 (14怒}
3 1.26:!:: O.3G (106 1 1.27 ゑ 0.28 (135) 1.36 全 0.22 (1削}
4 1.67 土 0.43 � 107 l 1.74 士 0 ，38 (133) 1.70 土 Q.2急( 142 ) 
5 2.10 ま 0.51 (108 1 2.19 士 0.45 (133) 2，03 土 0.37 (138 1 
6 2.59 ま 0.57 (107 l 芝 74 ごt 0.47 (131 1 2.40 土 :ì"が( 142 ) 
7 3.20 :土; 0.59 (108) ;'L35:!: 0,50 (131 J 2.74 土 ο .48 (125} 
3 3.77 ニl:: 0.62 (55 3.88 こと 0,55 (61) 3.13 念 。，6"1 (G4 j 

9 4，.1 7 土 0.58 ( 持 、 4.46 ご乞 0，59 (121) 衆剥定
10 .t75 土: 0.70 (34 1 5.03 :t旦主主~j_三塁_J_ 4.19:1:: 0 .48 …LJ.1.ー上
~ --a5"i-1As …一一一- 7§ 土仏柏 一一一一一芸通ヌ主 同士 2.44 (1偶} 間ごと 1 阻(榊}
22 10] 引 1 .4含 12.4玄 O，6tl 朱若者詑 12 ，9 土 2，55 (89 ,1 1$ 毎 土 2 ， 12 (100 号
鵠 13.8 と【丸神 14.6 土 Z 側 予告測:tI: '，&，0 土 2.46 ¥ 66 l 15.6 土 2.45 {位 1
31 14， 9 二と 0.97 15.2 士 2 勝 泰湖控 Ht2 土 2.92 {自 1 16.3 土 2.89 (82. l 

来測定 時JS ご1: 1.34 {開 j 象潟支在 来測定 17.4士乱10…~一
友γ蜘は10考さは?と 3抑制 I鞠務副議議融機祭主務畑 J 一一一一一一一芸:重機溶削胸融機念場準鱗{慨憐癒す一

それP1舛 iì r平均織まま樹首徳之僚準備幾j

11 … 



年生時の務災;こ妥去があるか検討したところ，試験地内

の各i三被.{'{ま平岩波〈訟を設はなかった (KruskaJ-Wallis

検公人このことから i8:ifJW寺の孝君主主 iこま実験じま聞の裂をは

ものとして，償問j点災へのま室E症の能移を検討した。

{ 1 )防式験的

BD淡島愛治;こ;13 1する試験じまよゴ?とのネj今春君主主めま在宅多を

潤 2 íこす(} l-P:þ寺樹高は 3 年Jjとから NO 区の樹高が

伎の主主流i主と比中えして低くな持， き若手伎のオ~点でNO

i亙と 11患の試験13:0ヲ王子均綴芸誌の三塁は丈さく f 自いていた。

4 年生時の樹;高め号議選ぞ分布を濁- 3'こ訴す。 :\0 13:

<:'1ま頻度のピークが1.5-2.0rr;;こあったのぶ対しを N

4 r笈マ iまじ~タが1.5-2 ，5mにあり， N13 , NI0 , N 

71支でi立2 ，Q-2 ， 5mtこどークがあったc これらの念式験

反際的j審議誌に後があるか検定 (Dunnの多重比較検公)

したところ NO 区と NH主， 1す 7 1表的， N lOl3:", 

N13:Rいとの関に夜~な三査が認められた(* :P<O.05 , 

* * :pく 0 ， 01) 。
これらの主主主義から， BD試験地では機栽1IJ緩め 3 年

闘の鈴鹿によって，総飢餓による差i主改]援ではないも

ののき主Jll:l llまと無施RBC互の紛潟i蕊f設に差が主主じたものと

込れる。

次iこ 8-10年生時に1i'った経iijふごついもて NOIRとごJ

13区の 7 "t"駐から 3 年潟(J)誘総長足後去をに迷いがあるか

検討したところ，苦言語霊な廷は絞められなかった(Mann

-Whitneyの u主主主主;。

(2) 語以d)試験地

B D(d)試験地における総数汲ごとの乎均樹高認め:jí五

移を i潟… 4 に示す。 4 与さtH警にはNO 区， N 4Ilまと比

較して N 71玄， Nl寺区， N13阪の均樹おが高かった。

BD(必然違室長品。) 4 .'F生時の樹商の事支援を分布を1Z[ -5

に示す。おお隊， N lO区， NHまがNO 長正。 N4 区と

よヒ較して綴授は機衡の潟い方4二分布し切どいた。そこで，

各然数廷闘の樹潟の議長を検主主 (Dur訟の多綴比較検定)

ところ N4 ほとおお渓傘の懇， N 0 U主と N13 1R'*，

N10IR叫， NH互吋グ〉際;ニ殺~、な幾が認められたく*匂

pぐりβ札 * * : p<OOl)， このことから 4 奪三金躍をで

は総見張緩の多い N13区， NI013:, N 7 ~主の成長が良かっ

すここヒ i1<:ry台、J"。

2@ヨの総月思いついて検討すると， N 0 L主と N13 ・

1012互について 7 若手主主から 3 年殉の槙I泌氏Jí)ì;総長まを検定

した結果， ilíî衰の j警にはギミ議な差が総められなかった

(Mann-Whitney(J) U~食議}。

(3) 島 awlì実験地

BBW~え懸案織の各試験区ごとの王子主力者野高の推移を関
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6 に示すo R 'fLt:(I)等点で樹誌は ~f 0 

H主管手1101烹， N 4 [哀のj眠で大きかeフ

ぷ 131R， N 

4<ド生時の

在意災グフ号要度分布を際I 7 ，こぶす。 N4 絞めとf…クが務

災l5~2.Cm にあ 'J ，協の:徒数阪のどークが樹肉2.0-

2 ， 5聞にあった。試験区凝り綴手話の差を検定 (Dunn 0う

多主主Jt絞j食後)したところ N4 阪と N13区ぺ N � fR' ‘ 
の問に;有，蕗な三塁が認められた(本 p<ü、告示 *傘:砕

くC~l)Q 2 綴;設の施HEについては 1告書記主主持の施H(1]

C互のデ、ヂがないため検討しなかっ

(4)総Hll効果と栂幾太主義慾

ここまでの結果からまき護者討すの施æでは!Ößと Ì設と記ノ

キの足並;授に問機会総撲はないが， ED~~会主弘 B D(d) 

制機織においては絡組区i:: /1暁tiÍlíHè\ }まの関で主主主そ

認められたなしかし， B 3 Wy~議案j 患においては説in~肢

とき号捻ßE! IR(I)関には明確な廷は義芝められなかった。

こと壌条件による依涯の効薬については，いくつかの

研究事例があるのゑ皇子、 (1吉島1) Iま械殺したス4' 1ニ;j3い

で B B ll'i.では務長経が大きく持続性 l土緩いのに立;JL.

日以d;笠では究主主義i立小さく持続性がふると して

いる。一方で，岩)11 ら (1968) I対審議したスギ?におい

てBD絞〉日 c型>EB殺の燃に望書奈があった止して

お江総H盟労J巣には土壌粂{キによってムラがあるもの

と考えられる。

BBW試験;織でき議E霊堂生長が現れなかったのは，試験

反の設定時において告訴機肥区が斜主Î(7)幾下警告に設置さ

れ.然義実3産手ヲマ~，ま貴誌も flE沃な位置であったと考えられ

ることから，立地差によるり官主主主がある G

jぷフド〔閉鎖林)待。フiをE経費喜望書 i主立木密度の医者いやド分

では毛見れにくく，手下分全然への総飽効果も少ないとさ

れている(議長級，設77)。このことから， 当実験jらきの

林分担長室長聖書ま会均 (8 -10年生)の協議~Iこ必いても， 効

果が芝草れにくかったものと考えられる。

3. 土漆型による足立祭主主

(1) 1 ~10年生の成長

試験地~.との乎去さ察言寄り検移を図 8 iこ示す。事李総

で 7 ，年から 10年ではち店、v試験j訟の樹演が慾の立つめ

試験:ltH: 父李交して{まかった。 10さ宇佐i稼 iこは BD(d)試

験主主主をき受も火きく， BBW試験縫とおよそQ.8m ， B D 

3式委主主主と .}J よそQ.3mの差があっ

そこで，機裁も患のこに語義援によって樹隊成主誌にどの緩

絞め違いがあるのか検診j した。 8. 10彬土色村。〉読経笈デー

タ lま爽m'J数が少なく， 吉年初Pfは BBW試験JiJ! oワデー

ダがないたぬ 1 王手生から 7<ド生までの各学長号の成長

援を上乙絞した。 告年間の樹i隊長立祭畿の菱重変分布を閣

きに示す。これ'"見ると Boi総選議織の頻度のピーク iま

3.0~. 3 ちrnl二基ちる。また:B D(d) 試験坊のど…クも 3.0

、 3.5mぶあるが，分布の臓がBD試験Jíきと比較して主た

かった。 Bß明試験地のピーク i主主5-3.0m ↓こt'ゅタ

会<:jるつ式。試験般ごとの綾爽i};立後三設の迭を検定(Dunn

の多重注絞4索後; した李主喜久 ﾟ D(d)治\.~.長城と BD料室主

地+ B D(d と BBW試験地ぺ誌 D試験諮と

2" 

警 20
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5 
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BB 式験 Ji!J命令。〉持tj(こ荷主主な差が認、記うられた{本 P 

<0 ,05 , *ポ:砕く001)。

これらのことから，各試験地における初刻0)10'手緩

め普f直結成11: 1こは有溶:な 2室があり B n(品)紋ρ1警告 lill ， 1ヨロ

設定日全土Ik， B ßw試験地の順に樹高成長釜が大きかった

ものと考えられる。

(2)16~35写生の成長

91土16年生tJ、降サンプリング試問1をとなって

いる。 1各， 22、 28寺三塁'1寺の祭器~T'- タ i止少なかったが，

31年生i時の実認トデータは半数波くあゆたので， 31 '10生

時のデータを笠尽して Bo淡薬会議!i:: B D (d )hえ霊長池の
樹高 lこっドてj宣言4 したc 機 -101こぶしたの吉宮31年生侍

の実測樹高と約衛隊後の事翼後分考撃である。総事詩p苦主主度

分布をみると煩lJl:のばーク:ニどちらも 16-17温にあち，

分布の将i土 B 口 (d)試験iü (J) 1J が広かったコ言え草委主主総

の業を検;さしたところ な 2震は認められなかった

(:rvIann-vV1: ìtn仰のひ 1余儀)。

5諸経滅後階級!交分布をみると. Bo試験地の JþJZ認め

なータはぬ~二Bc:n lよあれ J B D(d)試験地では 16-19

《誌にあった。王子おの級はどちらの試験地もほとんピ後

50 

Ml 

議 20

10 

0 

50 

40 

~呈 30 

圃Iii 20 

10 

。

10 12 

BD試験地In氏35)

BDld)試験地(n=34)

14 16 18 

樹高 (m)

わらない分布をしていた。 腕高I虻jおこ7誌があるか検定

した総長，有意、な還は認められな 7わった(!v1三れn

1もfhitnりのじ検定)。

i蓮池遊オミ;に~~する報告として次のものがある。主義下

行事告のほ関烹・ 3ミi軽却tñのヱ史認H検検挙}および変成岩

において， と/三干の或さ誌は iニ\1道義iと込く対応 Lており

BA' BB<Bcくお D(品}くお p(祭実績)くお D (f田行)

<BD(翁手如実 Eε O)M際こ長党総がゑくなる i傾向があり

土i室開の成長室査は見本ほどコたきくないとしている。ま

た，塘 (1官舎3) 1立記ノキ 0)]蕗滋滋*，こ事遣して次のよう

にまとめている。記/キ i主:後絞殺委主で卒さき -15m と良

好な成長 t長期待できて，はじめて長草木といえる。こすし

を土機製でいう1:: Bo(d)型-Bo王監である。

下泊三草月剣本的誌 I布院:の没後をみると， BD試験主主 ξ

B D(d)紋騒主総 l才、j判断下部 l二位置し，谷からの銭高義 iこ

はほとんど合後がない令しかし，試験地設主主主当時的 u議

題号僚の警護{立やき韓i患が黙なってしミたためにごと主義却が占Yもなっ

たものと考えら抗る。

Bo(品)淡護主主主主〉渓をの土壌は， Bo試験地lこ上ヒベ

てA秀選タ〉発送撃は少ないが務迭liF，耳粒状から波状であり，

B 日淡にゴ三殺に泣いこと壌である。したがって， wJ俊樹

20 
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BDld)議恥噛(n-82; i 

10 12 14 16 18 20 22 24 
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室主-10 31年主主憾の試験地どとの総意・腕高i童径i盗事霊長室分発
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のヒノキ人工級官己主要後iこ試験九uが設泌された択をなでは，

傾斜のよち，考察な B 日 (d) 試験地で変皇警のえ綴が剥がれ

て未発達とな可，日日 (d)型と事iまさされたものと推定

ð;/tる。

つまり. B D試験縫とおばd)試験地における

水分糸件以，ほとんど糞なっていないため問淡草案支Hï)

ヒノキめ31年生録では主まがなかったものと考えられる。

N まとめ

有吉裁後10年間めピ/キの韓?言語江主;授は日日 (d)>3D>

B BwQ)順で良かった。 しかし， 31年少，時には 3 D~ぇ

曜角地， BD(d)試験議0)者控訴誌とHi~密度径 iこ

はなかっ

における植殺後 3 学襲警の主義~の効果は

3Dまえ草案jむとお D(d)試験池では緩められたがBBW試

験池では鋭、められなかった。

V 謝辞

泌総支き泳三起駿林が設〉益されてからお年もの年 FJ がた

とうとしている。この烈 iニ，多くの人がこのき長験林ぴJ

i主主主や量産持管線lこ 1時間を繋やしてきた。

適地i車水害経験総裁足立重きは行…マ純一郎，野々五三主主，

戸配lì青依，rj1対 法， lli口 i育， :$[;お宅第二之のそをEミ{い

ずれも当詩寺実支号主然練習室試験場)が漫談し e その後の管

緩や車産事主語審査は， r� Ji! _' 木jt 毒事， J iI銃秀樹， 茂

木立選率10)各氏(いずれも 2接待絞卒察手卒業センタ句)が

した。ここに記。して磁波を愛する。
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や in ー (1982) 綾な17匁後。コスギーヒノキ・ア古マ
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資料

ケヤキにおけるクワカミキリ幼虫の加害様式

大橋章博

キーワード:クワカミキり，ケヤキ，加害様式

I はじめに

クワカミキリ (AprionαjαρonicαT l-IOl\lS0:\)は古

くからクワやイチジク，ピワの穿孔性害虫として知ら

れていたが，近年ケヤキの人工造林が拡大するにつれ

て各地でクワカミキ lJ の被害が顕在化し始め，ケヤキ

の重要害虫として注目されている(江崎， 1996; 大橋・

野平， 1997)。クワカミキリ幼虫の生態についてはク

ワやポプラにおける研究がみられるが(村上， 1960: 

凶口・ LLi中， 1964 ; 遠田 ， 1971) ， ホストの違いによっ

て加害様式に差が認められる。しかし，ケヤキにおけ

るクワカミキリ幼虫の加害形態についてはほとんど調

査されておらず，防除技術を開発するためには，その

基礎となるクワカミキリ幼虫の生態を明らかにするこ

止が必要である。

今回，ケヤキにおけるクワカミキリの加害様式を把

拐するため幼虫の孔道を調査し， 2 , 3 の知見を得た

ので報告白する。

H 方法

供試木は|岐阜県林業短期大学校実験林に楠栽されて

いる ケヤキの中から，クワカミキリによる被害を受け，

脱出孔が認められる ~f:.立木を 4 個体遺木した。調査木

のJI~状は表-1 に示すとおりである。調査は調査木を

1999年 8 月 3 日に伐倒し， 1mの長 さ l二王切りした 。

このうち断面に孔道がみられた部位については さ らに

細か く 玉切りを繰り返して，幼虫の孔道を追跡した。

表一 1 調査木の形状

胸高直径 (cm) 樹高 (m) 植栽

NO.1 5.0 9.6 1983.3 

NQ2 8.0 5.2 1983.3 

NQ3 9.0 8.6 1983,3 

NQ4 7.0 7,9 1983,3 

植栽地はいずれも、林業短大実験林.

伐倒は1999年 8 月 3 日に行った.

17 

ケヤキ生立木を加害するカミキリムシは数種知られる

が(小島・中村， 1986)，クワカミキリは特徴的な産

卵痕を作ること，規則的に排糞孔を作ること，孔道内

にフラスを詰めないことなどの点からクワカミキリの

幼虫の孔道か否かを総合的に判断した。

また，産卵痕および脱出孔の巻き込み状況から産卵

年，脱出年の推定を行った(図- 1 , 2) 。

阻 結果と考察

クワカミキリ幼虫による孔道の分布を模式的に示し

たのが図- 3 である。孔道はNo. l ~ No， 4 の各調査木か

国一 1 産卵痕とその巻き込み

図- 2 脱出孔とその巻き込み



地上部

地下部

一:孔道

←:干し蹴同

vvヘ:樹皮下食害

0: 産卵痕

マ:脱出孔
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ら 1~3~みられ、合計で 7 本品管ì~謀総できたがr この

うち鋭出干しがJfねえされた孔滋は 5 本であった。 ~L::長は

いずれも産卵部主主から下方へはほ1島幸義完全に級tJていたつ

また， 5 本の孔道のろち 4 ，字以そのだ舗が地下部iこま

て?総 0'， 持ぴ引き返して主主上部;ごEさっていた。日見/ß孔

はいずれも干しi基の最T緩から50 ，“ 100('m程度ニブJへ後世

た{立設立にみられたことから. X}J)Í1, l ，;): j'1 プ守を金三警して十

分成長した後. :rL長査を戻り， fÆめヒコれ二三えあ干し遂をつ

くり， ~~1と税引したと考えられる。 しかし. Na 2 では

下方へき真金 ~t~lま引金返し.途中分絞してさらに k方

へき異食を続けたのち. F等tJ下降し~~化Ijlí， tli した。これ

は綴卵部f立の地上達率先守支まかったため，下方への{決議室だ

けでは十分な成長ができず，引き返してさらにぷ蒸し

て撚;没したと考えられるの

従来2 タワカミキリの幼虫 l止ツ 7 スを鉾糞干しから ti~

廷しなカぎら ため，干し支室内公伐とんど空洞であ

ると報告されている{村上， 196む;途上tI， 1971 河野・

機元， 1977; 関係 a 永綴， 19絡んしかし e 今 lîl行っ

た響tl1~ 調査の暴露主義，与し遂の一部lこ数lC~fIにわたヮて木

燃が議長まったきf，7lトがみられた(図- 4 )，また，潟下
品iP O)子し去をには語2糞{Li1~1i!められず， 1L遂;主事器かいヲド関

震て

図-4 "l:'澗な干しi藍と 7 ラスのをきまった子Ll蓋

間一 5 1鍵皮下食害警

1ち

カ得者められていた。主主ド春日に干し1置を空けてもフラスを

jj~ll:l'ぞきご泣いことは想像に ~ffi くないが，主義上告ß"C"ワラ

スをt4H設しない線分がみられた'l!ll設I!ま今更1 0;訴さまマ lま

鳴らかにできなかった。子し遂以後，緩t!衿の中心、にlli:い

ξ ころを j盛っているが，多くO)ILi護1':-奇1;，樹皮下を

食害した部分がみられ，その絞め機器込みにぶつて務

幹表面の互~~J二がちゃ，形成層の館山にぷる緩急務朽

が認められた((gJ ....5 しこの樹反下の食擦はー初務

(1ききりがケヤキマ卒 Hをしている f らせん請さ孔J.

境;)11 (1係争)がブナで報ぎをしている f樹皮下食平等」と

i湾じさ討議手形慾と考えられる。者誉主主子ーの食害は材内を均

三号する場合 lこにぺ，ゑなどの災高klこ:J1îî食される縫主事会主

高いと考えられるが，在意皮γをf主務する護主出 iまささらか

にできなかった。

と還の警護査から汲めた幼虫の孔還さを受;および主主育期聞

を淡 2 Iこ示した。援護卵痕から災証主孔まで手記念に追跡

モきたlL遊 i土 2 本でふったが，その三議授は210cm ，

3告4c!lIマアあった。このうち，ぬ 1 iニ伐根部を憾号以存，

地γ紛の干し滋を言審査した。ま白下部の孔j遊;ま 2 本みられ，

その後きは30，官と 4000でめった。言浦宣告木 (J);援7主夜主義仁

大きな還がみられなかったことから，主主ゴマi務も河程皮

のヌときさと考えて. 1也の干し進も雨後援の主義さと仮定す

る ξ ，花道授は 2m “一 4 院の幸皇室霊であると機欲される。

また，産卵年および綴設l'年から幼虫の生腎英語?簡は 2~

4fド'{'あった。これをi患の紛緩における綴査とよと絞す

ると， クワでは生育英語情iが百年Aの1品会孔是主主義i討さ 2'm j
3 年。ヲ金整会幸吉 4 m (村上. 1960). ブナでは約百以

バ司iJEH . 7kI論争 1996 ;布 )11. 19草寺) . どワでは豹1.3m

(湾堅手軍機70: ， 1977) であ句，タワ'\'ブすと孔道交14

iま;設可じであった。衣装奇( 1999) はケヤキが幼虫色育

のホストとして良好ではなく，このため主力jJ.織がま是綴

化すると述べているが，今回の結果からは，之さi長。ヲ生

育英日際および干し足立交などクっと比べて大き

ら主工な色、うすこ。

与えに約資本の根元直後0);変災滋騒を図-6 にえ日

クワカミ必リの御手ーによちケヤキ 0))成長に顕著な変化

は認められなかったかこのことかち，この殺度の被災

ではケヤ ~(J)主主こ主主 1，子す影響 i土小きいと考えちれるc

また、 ケワカミキつめ被安は恨;正取 i学会さßOnn袋詰ni去に逮

表-2 幼以の干し滋長と主主務紛関

謀議室長ァド 子Ll蓋の長さ 立葉害警正手 続出年 笠宮智綴罪悪

トね1 210cm 1 急告自 1999 q 

No.2 180cm以上 1998 

No.3a 394cm 1997 199告 2>手

N�3b 180cm以ょ 1993 1 告95 2 年

持u4 348cml以上 1994 1 告寺島 ヰ年
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図 E ケヤキ緩f先記5畿霊f綴韮6の)t鈴撃妻鯵喜

する[時刻にみられた。主主立:;j交を以後する多くのカミキ

リムシ i立，オての大きさとき話芸警告寺ぶ iニ雲母%があることが

主fj られておちき f罰jえ iまスギカミキ 1) i二平均』結語道I在{奈が

息舗になる療にスギ稼へま三奉ずることが絡を診されてい

る{荻村， 1急事4) c 今回の君主査からクワカミキ lJ も力H

と*(1)，たきき'二関係があると培えられる。この

こと iムタフカミキ')被害の防除l時期を考えるときに

3監察な防護をとなるので.今後は調査事情をi障やして，

おさ善i時刻!:樹詳述や』却閣官まtまなどとのtJI:''JIdこっ

していく必警警がある。

波 長岩毒事

ヌ主総事ぞれ言語3棄を行うに当た;) I校惨敗;1*数受賞j関火学校

• tþ対i釜主主j三よぴ学生{当時) 山 1I 司令官発.E\;に i鳴

子りしてい1::だいたc ここに，記して感謝する Q

引用文献
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若手(1合併;タヴ j; ミヰりによるケ

ヤ品公i緩急設心事替の j後重警災毛主 若手線数疫46:1531与6，

江崎功一安; (1音寺奇:ケヤキ i議事事主主におけるクワカミキ
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測に1綴主義. ll.l 中主主文仕事64) ポヅヲ実話におげるクワフウ

ミキ'}の語表最葬祭主主‘ ポプラ 21 : 1ふ 17.

行事苦心スギ林におけるスギカミキ')側イ本鮮

の者三次選変化(1)終後. 森寺本主主圭43 : 124…127. 

お111彰i'lらつき苦渋プナ iこ必 ~tる 7 ヲカミキ')のnlFi務総

新潟!緊芸美然石奇幸長41 : 27-32 , 

?に滋索、法ー選手紙t後経企 (1997) ケヤキ造林地iこ発生した

クツカミキ')後符Aの災機.中森v}f45 : 175-~ 76. 

Ilft:罰 滋. 1)(11哲義務次( 1ω6) 兵庫県|ニ都;こちいてフナ

生立ァfを力日主臨するカミキリムシについて ヨ体関

商支論5 守 151 154. 
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アカマツ及びスギえ支を便ったブクワョウの栽培

阪jj:~窓i丞・今子宇和主政*

キ}ワード ブク 1) "ウ ι アカマツ丸太，スギ丸太，遺産潟キノコ，裁i帯

Z はじめに 法研究は， í義方選警のJ単科Lこ使用するブクワョウがアカ

マツの恨iご害容去とした号車紋をJllいてきた允め，ほとんど

ヅタ)ヨウ(夜苓 %ま，サルノコシカケ税 金てマツ材を蹄{フ1にとして研究したもの?あった。最近は

(PolyporaceεeHこ分委員されるm子葱マツホド(Wolfiｭ

poria 白cos( Wc:f)'iyvarden 合t Gilbertson) の菌核

て、ある。マツホドは，日本全土及び和協，車違反Hこ分布

し(日野 1告54 ;後本 1自54) , アカマツ (Pínus

densflorαSìeb. et Zucc. )やタコγ ツ (P. thunber護ii

ParL )などの針葉樹iニ密主主する。特に樹齢40年以上

め事軽水をも主係した後， 3 -4 与を主主た樹恨の周目首;こ汗主

主主総事主2売の麹核が形成きれる。中溺ではアヵγツ，ク

ロマツの i塩}こ，タイワンアカマツ (P 栴:(iSS(消ia抑L

Lamb. ~やさ雲挙結マツ(久間nnanensis Sicb. e七 Zucc.)

などにも望号主主 L ている{畿， 1994んまカナダ，ア

メヲカでは，前くからマツ疑(Pinus)やそミ潟(Abies)

などに議主主する;日子菌殺としてま'11 られ，主十葉樹以外iこ

もそクレン溺()/Iagnolîa)j ミ力ン左翼くCìtrus) 生 コナ

ラ災 (Querc辺s入ユ…カリノキ溺 (Eucalyptus) な t'

依然f詩的機iこも子寄生すると報?をされている (Weber ，

1官29)。

アタリョウは，鱗年まを 7-3 Fi に地中から綴り ltず

で水洗し，そのまま絞;燥するか又以日議後的外騒をほと

んど繁ぎ多妻女f総 iこ分割;又 l主義者切号 4こして乾燥したもの

が主進党緩め際線として市場l二流i換している。市場;ニiオb

i闘しているプクリョウ iこは，自f立ののプクワョウと i定

歩~H設すふ長、ブタリ 3 ウがあり， u 本薬 J謁ブ'J(お

公?さ予挙協会編，ぬ96)には i 僚が貫主ーく帯赤白鋭、ぜ給与

若者いのあるものを災ぷどしているj と

絞殺がゑ品となっている。陣内で以後初生然， T葉県，

艇氾烏i桑，終際会どで産出されているが，長き近は中

間(湖~t~寄， 愛護まお， 詞?李J 省， 広羽会話}ヴ受託主きされたブ

クリョウ治安診年j務幸吉700 トン輸入おれている (B ヰ芝公公

悉協会講習， 1996)。

主党:f:HI 本におけるブタザヨりの裁とは，橋本(1紛れ，

1987a , 1987b) ，れ1言語ら(l京94) ， 1蛍狩(1倒的など

の吉丈島時総栽培から， 1.製品三省健E禁致策善寺 (1言語吉川まま左め

た[薬剤波紋毅絞れ 'jjltiPart8 ブクワョウめま主培法j

のようなt普及主主主資へと移行 Lつザつある。これまでの議

*勤務ラピ l岐阜県祝言霊祭潟大学校

， 'Jのきず議選虫病が広が句アヵγ ツ f草木の入手が自立織と

なってきていることや，ま守備でき若iゑ震の多いスギ間伐

材の有効利思が互交められ&ようになった 1こおう，本紙草案

別式アカマツええと又キツL太を原木に照いだブタリョ

ウの比較栽f告を襲撃護ました。スギ丸太を附いたヅクザョ

ウの栽培は，林綾ir..t'tfとのひとつとし"と滋繋な意味を

t寄っと Jぷわれる。

E 栽培法研究の経緯

ヅクリョウ栽清めを実みは，初期の段階では義母緩やチ

災終を形成させる研究治安行なわれた。 Webel' (192のは，

慾与室内幸Eの白魚組事設をジャガイモ寒叉t会総'"生者養 L ，

基金手ました毒裏金絞め関糸体曲、ら子災俸の多量殺を線認した。

中国では，務~t納長幸代の陶弘主設がブクフヨウの栽壌を

試みた泌総請をあち，三号代4こはみ除堅金;こよちま喜被毒素まきの

検討が11'われた。 1吉20主手ftiこはアタリョヮの人二r:立主主義a

カ電機し，東南アジア，イシド，鈴本及びヨーロッパ

やアメリカへ輸出した統審議会ぢをきましている。中 l測のブ

クリョウ栽培については，阪主任事88)，本暴行総8) らの者

議 iこまとぬられている。

一方，日本マ;え機本(1954)が野外で主義詩文した葱核

を混室内iこ移総i い委主ヶ月後にや災体が形成されたこ

とを報告したが，栽培できるまでいは至らなかった。

高ぶじ鈴7tt! 1987b):ま，家信仁王議lIîのアカマツ伐採齢、池

と言語<D I込めアカマツ林ぎ争点を係者支し，議核主主ぴ予言主

体の3露五裂， 意事務約鋭善美， 官賞糸(1)分撃さ培養， 繁華善隣糸か

らの子災f本(1) 9き主主なとeを級倍した。さちに!祭木建設ι売をと

水草寺鋸屑袋毅よき{オフ号、クズ 3 :米ヌカ 1 :ブスマ 1 , 

f吉本率60%)でi裏手支をJf;$j!立させ， プクリ a ウの委主培法

を示した。 ]}jy簡略) (1初心;えま1)1:践のクロマツ林土君主

)11おのアカγツ林で探取した言葉事実誌、ら繭糸を分間，J告を寄

L ，アカマツ丸太』こ接種Lì際句然ほどの還干支を得た。

綴狩( 19告8 )1ま 2 プクワョウ'i寄託誕の受注確保とふ数匂仁

を閥的に、茨城;弘子1察隊参静岡県，東京総なと、で'i!li.

…内 21-



13\する玄核およそloon産総会主ち菌糸を分室まし嘆品質の に入れ， 120"(ごで 11時間オートクレープでかぎしてm

~いとされる猟謀者をml'Yt:，ヅクリョウIl)樹賄、穣を1iつ いた。移紛争議Lキヤツヅをi'f，;-， 25"Cで場磁u闘に

た。約ヅクワョウと赤ブクワョウ事専をの総子m来季棄を 咳)fiした。

対峠3音書姿 L3之君己事~を終， 幸喜場;1;1($語放び，:主主i人j栽培ぜか

ブタリヲウグコ磁核苦手主主iニ成功した。その後， )i事長省撃さ (2)i1直言吉方法

主義主主主夜局 (l号99 )1ま. 82↑えでの著書よ立校物資泌0)女主主総保 アカマツ f;f(木及 l'JÄ~語字、木は，…手1) 7 -81¥ (10-

と品襲安向上を践的 lニ，ブクワョウ栽情t去を f薬用機物 15c匁罪者総)といち- 7 列( 5 -~ 8εmf絡調 1 をヨ後 iこ，

栽培と ä;~ fíIlìPart8 J Iこまとめた。 千J誌になるよう交互にドザんてn穴を開けた。プとの採さ

これらの続交毅ーをまから栽培灸ff. 栽培法.絞経治，;[ ,) c出管掻L5cmとした。ニの1Uこ主主め ljtJ火の磁荷受

気象などの襲警協を検討L，アカマツ及びスぞましAを用 絞め，発i恕スチロール({壬1.5側、機さ約，5mm) 1" 7 タを

いてき主主去したときの努の選議いを比較i住建造るよう考語家し したの

た。

理爽験方法

1 .材料

(1 )ブヴワョウの鐙糸

ヅタリョウの菌if::. ジユ下繭糸と織すに土， 1999'F12f� 

16B 1:株式会長t'Jムラ詩主主薬初公所より分与を受け

た。総長霊祭地に総書毒された笈糸は没取するまで 4 'C

で事長持:し，種遺言と して京いた。

(2)原木の準備

アカマツlJl(;jqま， 199百年11月 15伎にi主宰県~、燃恭子守

の ÚJ材でアカマツ(樹高kt.)12m. 52ド j を切 iJt脅し，業

の{すいたまま放官ました。翌年 3 月 22 日に後を在、い浅さ

1 mlこ切断した丸太を，樹皮を総裁せ子 lこ旗本{逃

走査8-25cm) として思いた。スギ添水i立， 20(調。王手 3 月 10

日 lこ自主主主長葵淡l!f内の丘J$本でスギ(紛締約3出 2 太 j

を努号響1L，アカマツと I待機 lこして語表水、被径10-17

ma? として潟いたの

2. 重量港地

森林科学主苛事務?許i制田(自王家!時議l!fi!i' {{;112ふ1 ，

~t緯35f変33分，束事，jH36oc82分，標高 140m)で栽培を

11'った。ごとi設は褐色まま緩ょこヒで，省ドオえはやや不良でおま

ち詩型沃でなかった。日当た句 i土良妻子マあった。

3. 重喜糸(J)培養目薬滋

(1)種菌のt器殖

供与を受けた種菌l土， PDA培地( ii[ f毛6cm シ γ ーレ)

にき事綴 L30'Cで楼蒸した。シャーレ会議qこ菌糸がや表

したら発表ヲミごと奈さ善治m角 lこ1W ~IHL ， オガクズ糸線

培地を入れたポリヅロピレン総務ピンにそれぞれ 4-

5 Ilil を移擬した。オガクズ糸線機泡iま，オガ粉(プす

き号予約30Lと米ヌカ 10;:"を j民合~， 達三分60-65%になる

ように湖水し幾分した。これを約8ωmLの綴設整ピン
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4. 議選矯管理

(1)伏せ込みと埋ま宣

。;せ込みは2∞ü5j三 3 J'lから 7 Flまでの滋，前畑の F官

び〉緩衝を下っ丈，jキ滋Il)隊が絞し込 &tìrC: TrったQ 箔三重

したそれぞ、れ(])i議ヌト:1ム委主次ずつ段*Ji( 3 星空) LI~糸を

蔓延させたさ阪本 l二度糸の幾滋が認められた狩，ぞれ，

ぞれのはだ‘フドを密機iニムげた。アカマツ iまだ木!土，事選

L2m , :長さ 5rrし深さ 30cmの'!(を;終って主主殺した。ス

ギiまだ本法宅 その北1WHこ誇母子議して附L2m ， ま還さ 3m.

採さ 30棚の穴lこi恩義支した。箱詰土;ま約i会cm を目安iこし

すこ Q

(2)長率重言及び悶矯

3主総斉1)の{史郎Hrわなかったれ芸事か繁茂しまい程

度に絞殺絡の草刈りを行った。Jl~料 l主将 iニi返さなかっ

Tこむ

(3) ブ?リョウの銅製茨び幾重量灘:lE:

4支空襲した菌核は，ニとを出封去る限句惨ささ長重量を部i交

した。次l二夜干支をノ主1"良く淡い IJ、石。紗，*片3宣之F

H自糸E更を耳支持需主主若草主柱畿を譲IJ定したりさらに外層をヂ

か〕えは冬TC:納j青空し，講義切り又サイ::1 D状iこ切り分け，

それぞれのi昼主監禁設をiEJ;走した。lS売さ乾燥又は45"(;で乾

燥し，護露オ安の外綴と日官級尽き若{ブヲリョウ)についてそ

れぞれの震景を議j策した。

W 毒事主義友び考書掲

仁裁主音t去の総務

(1)種菌の幾重霊と植閣

2000芸P 1 FJ 21 日に，主義務を 4 i女のPDA培地に移揺

し30'Cで培養したο 怠よそ 2;暴露塁後の2月4日にはシャー

レ全体lこ夜糸がイキ隠した。 2 J'J 25 日 lこ委譲叉ごと約 5mm

角に切ち1:1:\し，オ jfクズヨ正義軽減泌を入れたポリプ口ピ

レン培養ピン (20本}にそれぞれ 4-5 留を手事長ました。



図-1 Yカマツ原木( 1 列での間隔) 図-2 アカマツ原木(列聞での間隔)

図-3 林地での伏せ込み 図-4 菌糸の伸展

表一 1 2000年 3 月 ....... 11 月 の最高浸び最低気温(美濃市)

最高 気 溢 最低気漏

月 平均1最高 日数 平均最低 日数

気温í.:C.ì lfi:c以ヒ .2..5..:C.illJ: :liLC以 t 包温tG.ì l.lLC以 t ~ ~ 
3 11.8 6 。 。 0.5 。 。 。

4 18.1 23 。 。 7.1 。 。 。

5 24.5 31 12 。 13.8 10 。 。

6 26.6 30 18 17 17.9 27 。 。

7 32.7 31 31 25 22.1 31 2 。

8 34.1 31 31 30 23.3 31 2 。

9 28.7 30 26 13 19.3 28 。 。

10 23.2 30 11 。 13.6 10 。 。

11 17.5 25 。 。 8.4 1 。 。
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オガクズフi全議議機J4主で}著書毒 LこílIi糸が成長し，およそ…タ

だ絞め 3 H24日には池宮高できる状態になった。地織し

た官室糸;ま鋭化水淡の特徴的な臭いがした。 3 fl3吉日~

4R6 おにかけて，ア市マツ J阜木30本及びスギ燦氷10

ヌドにそれぞれ主義f識し(悶- 1 ，震1- 2) , t本池;二放せ込

んだl凶… 3 )。伏サ込み 3 ケIî後;こ，それぞれの総本

の心材部まで釣糸が雪道議室し，幹事11 0)方向 iこ沿って手"涙

していたため(関…ヰ入 '1 Rl号践に土壌殺した。

(2)萱I温

楊(1988)1ム 話議会暴言主主母、ぞの~Jfラ主主主よ設場 i杭俊条件が10

-35'Cの章皇室HI々でささ糸が足立災 L ， 後~議i説，交が25'.28'C

グヲfIlHご為等，滋疫が35'どを過ぎると浅野糸{本i土衰弱しこ

れが主義汚濁緩くとわ犯寸ると報告t しているのまと，反

対 i二次℃以ての送還では菌糸体のr>x:!誌が最愛媛で! ~j亙疫

が在"4'Cでは菌糸の成長が停止するとべているの

本:交野会を爽械した2000年 3-11 f!までのさ義主義mにお

ける気j誌と附量青調査した( I竣ネ地万三説委員合，総合的。

いては，表 1 に号おの1:1土争議言言気4設と

吉弘{肱7託i総合 g また 2.5 ， 3:rC主よとの長委主安絞殺

7 月と詰月は，章受潟主主がほとんど毎 B30'C以 j .て?議議

低気滋も容器問 :5，二j:)，J::でふった。また，不均議ì\t:-; 会主 i毘

;立32. '1'Cと 34 ， 1 'cで， 家主争議言低気 ìJ. ~ま 22.1 'C l:: 23.3 'c 

であった。持~~経験においては葱糸の発達に十分な議i直

滋i主会主主義然され，平均銭高語気溢も 35'Cを越えず，平均

最低気j誌も 2ü'C以下?ないことが爾核が発達するため

の長い条件マあったと J隊われる。

(3)土壌司爾皇霊友ぴ日射議ま

これまで雨量について考警察した綴究報告テはないが2

楊 (19自8) は， Iまだ木グコ型1\員立場所について，券会室主主義

(砂70% )で菌核が良〈発主主 L ，二七f議水分以品企~さ寺号もが

2. í!議核0)彩主主

10 1'1 12況に土ゃから露出した箇絞め 協を鍬llXし，

12f1 18 ぶにはアカマツ lまだ本(:台本)淡(}';正午 lまだフド

( 5 ヨド〉をそれぞ守主総り出し苦核削減収した。この時，

E索、糸の委主主t~ :_, lではだヌミの状態， Iま t~.木から仰在宅した段

糸滋の形状，言書核及び子実体の形成などを微震きし

( 1 )詰菌糸F転3見び直宮核の綴察

アカマツグ〕場合，一般ベた外協のはだ木(1 *B)から

2 カ fiiT ， I勾俄J( 5 :;jヌぞ:から 1 カ九?で葱糸予友会守中びてい

た。官5糸当ii立はだ~ミグコ昔立ちねからj宇 0'(鐙- 5) , ~溜い

もので 2 c::lli!:~ ， :1，;::いもので IOc沼経に透していた。

菌安0) 1事授は 2 よまえ:;j立のむU 1) ロから 5c出程度伸びた

菌兵再三巨;こ葱絞が委主主童 i たものか芸人一つの蕗糸束から

5 j箆(10c除、おcm)Ç)]察後が泌す令状に成長し約 80cm

;こ‘迭したものまでられた(i類一 6 んまた，太い菌糸

王立のー妻F>!こは， I句郊に i がi賎じり iみんで1由j 魚を52AL ，

E警察iの j 左は明らかに色が!Ii!.なった部分があ 1) ，主R織

も綴i薄手し菌糸東在して分~I)'(' おなかっ

スギの場合はz 丸太;の校を払てみた切り[]付近から}菌

糸東が警告i重し，尚一核が豪定安手さいで域災安縫うように

{幹線していた(図 7 ，図- 8)。滋糸ヰえが?事長さしてい

ゐ場所l土，内側のはだ木の 2 カ荻( 2 ヌド [1 と芸家総)~

あっ

芸賞十立の大きさはアカマツとえキので差はなく. ;::~;r~， 

m'J fIl Jゑ疑問影会ど不定形で，交?主告す五百40cmの綴々

な大きさのものが待られた3 直殺の表預 lま 3 ~.10mlれ

ほどのi絞緩急語、茶争奪三立で主主設な外暑で1低i撃され，新鮮

なとき!立ぎ長率先だったが主主燥すると回くなりしわができ

ていた。者fI畿のでから中心部は白色から淡紅色の絞殺

状てマ致実装するとliIくなーったの

~.jをは切断\するとその断箇に多数の速道孔がえられ，

i誼伎でs 粘土牲があ均滋ラミ伎のないこi二総て、i立後該当ぎ発 栄菱分の溢E告になってし 切り口から辻本号室主予言I.nご

しないとしている。また寂光寺マ耳、厳した札気ぬと

地湿の橋立をが小さい耳 Fやシ p アワのぎ長会駐しやすい場所

iま4記号きには不11言きとしている。 If!絞ら (1宮古4)(ま， 日:'1í

t~ ちのf追い主義綴遺書僚主主のゆるやかな館内接i測で総i寄金

言葉ふ，滋絞め発途には遥;疫の湿気と充分な間賞然の供給

議室必喜善ぞ為ると殺さき Lている 9

ヰヰ多送還金て?守支警でじた苗畑l土，排水の良好記場所't' iまな

かったが。伐の条件は楊(1988)の条件をほ:ぷ降してい

た。荻… 2 Iこがしたように， 7 月及 0' 3 廷の 2 ケ jヲ燃

にほとんとや険制阿めなか・ったことが，土壌水分が;滋察U Iこ

ならずil!i絞形成合予告i選さ uせた要磁のーっ;こをったと怒

われる。

栄養液が流山してきた{~司 9λ ここのi毒浪芸uえはだ

木に着いた菌糸東から汲議選説謀議を没してE毒殺のうをまで

繋がっており栄鋒?をが交差ちれていた。言選手支F号室lH二分泌

された栄養技法多滋綴ま立与力関ま与として爾校内部に蓄

積されると考えられている{議設えぬ54)0

(2)予言主体の蓄量察

Weberっき29H!. 慈核を i1li\n習な袋内で間欠陥明トで

さ支 j愛したとき 2 表面一二 iこ事喜子車 L た訪露糸体から事êttL た

移務伎のヲー災体の7f6J成を観察したο 木村 (1官34) :ふ封h

した大きな菌核が日光を受けてチ災体を形成

したことを平日傍し，橋本(1954)1上子災体形江主には絞幾

状燃と 1m殺への部分的露出が望書1*であると涼一べている。

綴泳(I986a) 1土，百菌糸と隆核，選核と子主主体の罪悪銭安
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表-2 2∞0年 3 月 ~ 11 月の雨量及び日照時間(美濃市)

J~ 防水量(皿) 日数 日開11寺l制(h)

目合言l li:t.:日函量 l.QU以 t 311・IIÞL.I.: 日合量

3 139 34 5 1 174.3 
4 185 57 7 2 157.2 
5 258 46 9 3 144.7 
6 319 55 7 5 100.9 
7 94 48 2 161.8 
8 52 18 2 。 225.8 
9 500 217 8 7 156.2 
10 130 働 31 6 147.5 
11 116 34 5 126.2 

図- 5 アカマツ丸太の木口からの菌糸束

図-7 スギ丸太の木口か らの菌糸束 図-8 スギ丸太での菌核形成
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図-9 ブクリョウの切断面 図ー10 地表に露出したブク リ ョウ(スギ科)

図ー 11 地表に露出したブクリョウ(スギ科) 図-12 アカマツ材への菌糸の蔓延

表- 3 アカマツ友ぴスギ丸太を使って栽培したときのブクリョウの収量

菌核 堀上げ時 水洗後 内部 外層 乾燥後内部水分牢i
個数 生重量 (a) 湿重量(b) 湿重量(bl) 湿重量(b2) 乾重量(c) 含量

アカマツ 10個 12.51kg 
スギ 5個 6.0崎k~
料 水分合鍾=(b1.c )/b1xl00 

7. 75kg 
2.88出

-26-
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考察し， i議糸がを政t:主 I)'j tこ充満し成熟すると地'1' や被後

緩め多いi券会 iこはまず歯車室を形成するが， 議出 L てい

るさ場合;こは，ニチ災対、告発生して多数の)1与?を JI~J~立

して!ど校えさせると字社俗した o EtliJ:\1 らは994) :ム地っか

毛振り上げた関械に子実体がþ1!.られないことぞ窯?な(1)

:l' i九況の一部が剥隊した状絞で受;足す毛と子安í*が交主主支

されることから，お号機免~発言。〉還さ察牲を:主べ丈こ。選終

上に不定J)~か多;':Ç1f~~r: 1綾子しがマ話予災体(1)j誇f誌を縫夜、

しているつ

本実験では， 10丹 121J'こアカγツとスニ干のpl ，j方で地

表!こ露 2辻した箆絞を発予ましたがをこれらに記述された

ような子笑俸は綴察マきなかった{協… 10，日立… 11) 。

(3)1Uè7ドの差是察

E議糸 i主1:きているマツの恨の閤J!Z問 l続 l二機:~J:. L ，組

織から 1:1'.る司号機栄養素を摂取して機員長し， 1絞め関，lllニ

襟i1"支裏話織を形成するが，伐採当事の綴傷 lこより総会堂滋~守

すると絞め内部組織に侵入して大釜の栄幾安芸議後い

ほ火な約核合1iéì童させる{回議ら， 1994)ο まだ e

か持jl!足制防水絞め荷i)(ニ不均等の浮きで叩室経iこを愛入

来日織を 3なすがそれほど委主〈はなく ， :x!ご影ぷ緩，手軽量長

総， フド協を j別記する {H事変1 ， 19541 。

絞殺後手~3 力符ではだ:不の君主濫:こ溺糸

w組織が笈3返していた。豊富糸体粧品誌は，茶?長f立で耳tr: j誌

の外務主 8笠iで護送務、〉災;議から去る!享さ 3 ~ 5 酬の帯 2

1女王手'ほ t:'_コえの湾総 iこ{す務していた。各 IJ だ木の間(;t

521絞ごと i器糸E更によ，って減産省しえ:箇所が見られ， ヒダ:;支

の言号室主がはだ本会材、:ニ機後していた(凶 12)0 (まだ本

:ま髭設時よ 'J '1設くなっていたが.丸太をi'!f1tするほど

夜約してはいなかった。日正ド率主的したときと土t絞する

ため，菌械を抹取した f去の!"べ;ま千年úi(!湾と浮í-tこ鐙殺

した。

(4)収穫

アカマツとスギ士 i七絞したときのブタワ設ウの絞殺

を淡-3'こぶした。認与あげi時の係、，小一的糸取な

どをき守宅F主主霊長をはアカマアで約12 ，5kg ， ス不可?約 6，)

った。水洗してこれらを除いたi時議燃は下町翁と

もま守 7 薮j章受話Eいをちヨ さらに外揺を除公すると隊十立内

よそ半分iこなった。さらにE高校内総を

じと機方選車線科のフクリョウに調製すると， I調ち

あげ降め約 3 例が~;(混となった。菌核数以アカマア?

10長期~五機管議，小さいものぜO ，3kg ，大きいものぞ3， 1

kあった。また，ス本てiま，関殺が§領収穫でき小さ

いものC'O ， 2kg，大きいもので2.5kgあったc ブクリョ

ウ栽培、は通常 2 年間かけて t1-し\; ln子きた 1) 3á~.40kg 

がiIY穫日擦とされている。今際スギよ与アカマツの方

~ 27 

で収緩:が多かった。

3蓄71くは告86a l!ま，す if クズ米議長布告泌(オガクズ 3 米

I フスマ:の号事量i七で混合 L ，水を飢えて水分60

誌としたもの)をポザプロピレン袋 lニ入れたをき完誕生告を

たが望この議後iこはオガ粉が者会主込まれて L まう

ため，淡水議長緩め検討は重要であると述べている。

{ゑ jゑオミザ〉火ささや収設方法など収量をど iずるための

検討が必綴と総われる。

V まとめ

アカマツ及1)';ミギ、丸太を縫いてブク 1] ヨウの栽培を

検討した。 振りあげたプクヲぉウグコ外務は，アカマツ

及びスギとも終i ご 5毛主ょった室長察されなかった。

茨在日本では，言葉気予記長長絞め宇lilì Iこ到する規制緩和

が延み孝義務守生会z三喜多への叉会長粉浜IJftがjよがりつつある。

や還では百〈からプク j ョウを食品として利用してき

てお~).日本でもブクザヨウの淡閣以外への本c附がま5

おうちれ索妥が増すと息われる。

今店主，スギ丸子〈を使ってプク i) 務ウめ建設機会勾了雪をな

ことをf:l;1 らかにできたが Iまだ本め緩いによって:ゑゑ

!成分の組成が異なる可能性があり， γツ丸太て?建設まきお

れたブク')設ウと戸1 ビ効薬が重うるかもミ必ずるうお夜、もふ

る。しかし 1どよめマツの材産奈良然mt;がりでアカマ

ツ iぷフ1':<7)入手告を綴淡となっているため，コミ今、絞め和IJffl 

も UJ奇襲になったことは2 寺卒業のrð1主化や議~J:詩還を滅。的事長

{去において手rr話会主主主震が絞られたものと窓われる。
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指針作成検討妥員会J rJ)委事問機務総まき挙言撃の一環主し

て'!!fh主したもので，こ了総持率， C綴!被告いただいた区立

i塗薬品食品重苦生研究JÍli護~1l1主義務主J(緩急に験場(!)方々に深

謝いたします。
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店主三
この研究報告の本文は、古紙配合率100%再生紙を使111 していま寸。
(表紙は古紙配合率50%の再生紙で寸。)
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